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七夕によせて 

 

おはようございます。 

明日は七夕ですので、七夕について少しお話しします。 

七夕は、離れ離れになった織姫（機織りの名手）と彦星（働き者の牛飼い）が一年に一度だ

け（７月７日）天の川を渡って会うことができるという、中国由来の伝説です。日本でも古

くから親しまれている行事で、短冊に願い事を書き、もともとは家族の健康や仕事の上達を

祈ってきました。一羊館でも昨日、七夕会で利用者さんに短冊に願いごとを書いていただい

たと思います。これまでは、「元気（健康）になりたい」、「歩けるようになりたい」、「家に

帰りたい」などの利用者さんの願いごとがありました。一方、私たち職員の願いは、「利用

者の方々すべてに尊厳・安心・満足を！」（一羊館の理念）を少しでも前進、達成できるよ

うにすることです。言い換えますと、多職種連携を含め職員同士が密に連携することで、利

用者さん一人ひとりの願いを少しでもかなえられるようにサポートすることです。この連携

には、情報交換、情報共有など会話が大事ですので、心掛けるようにしましょう。 

最後に、これからどんどん暑くなってきます。熱中症対策として、水分補給、適切な食事、

適度な運動、十分な睡眠に留意し、暑さを乗り切りましょう。 

今月もよろしくお願いいたします。 

 


